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小分類中分類大分類

鉄鋼製品の安定輸送のために必要なこと

①適正船腹量
の確保

②船員の確保

③安全・環境
運航の確保

荷主への協力可能性検討のお願い

船舶運航コスト上昇に対する理解

貨物需要の見通しに関する情報共有

海事広報への協力

バースにおける食料積込，供食，ごみの陸揚げ等に
対する協力

•荷役前後における仮バースの確保
•荷役待機時間の削減・明確化等

•陸電供給
•荷役待機時間の短縮（荷役途中でのﾛｰﾌﾟｼﾌﾄ・ﾊｯ
ﾁｶﾊﾞｰ開閉の削減）

•沖待機時間削減の為の岸壁停泊地拡大
•荷役資材の統一化
•荷役資材の廃材処理への協力

•環境性能の高い船舶建造への協力
•停泊中の陸電供給設備の整備
•積載効率の上昇

新規の船員確保

船員の定着化

貨物（船腹）需要の把握

環境（CN）への対応

安全運航の確保

労務負担の軽減

船員という職業の魅力確保

休息の確保

日常生活の確保

安全教育の実施

船員育成環境の確保

CN対応の船舶・燃料確保

グループ化・協業化等

情報収集・情報共有

コストの見える化・理解

適正な船舶保守の実施

省エネ運航

内航海運業者の安定経営
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荷主への協力可能性検討のお願い小分類中分類大分類

鉄鋼製品の効率輸送のために必要なこと

② 1航海当たりの積載
量の上昇

オペと荷主の情報共有と情報連係

荷主業界と内航業界による情報共有

複数荷主による共同輸送の検討

荷主資材・荷役方法の統一化の検討

大型船の荷役が可能な業者の確保

1航海当たりの積載率を上昇させるための出

荷サイクルの調整

船舶の大型化に関する費用への理解

船舶に合わせた施設の整備

配船計画の効率化

船腹量の適正化

船舶の積載容量の増加

積載率の上昇

複数荷主による共同輸送

港湾施設整備

積み付け方法の統一

荷主の情報共有・連携

荷役業者の確保

出荷サイクルの調整

配船計画のDX化

需給予測・船腹調整

岸壁・施設の整備

船舶の大型化

RORO船輸送等への変換

①船腹量当たりの輸
送効率の上昇

③ 船舶当たりの輸送
量の増加
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